様式例７























学校内での緊急時対応マニュアル（例）





異常に気づく





●緊急性が高い症状


全身の症状　　  　　呼吸器の症状                消化器の症状 


□ ぐったり　　　 　  □ のどや胸が締め付けられる  □ 我慢できない腹痛


□ 意識もうろう　　  □ 声がかすれる　　　  　 　    □ 繰り返し吐き続ける


□ 尿や便を漏らす　□ 犬が吠えるような咳


□ 脈が触れにくい  □ 息がしにくい


□ 唇や爪が青白い □ 持続する強い咳込み


□ ゼーゼーする呼吸（ぜん息発作と区別できない場合を含む）





発見者「観察」





立たせない！歩かせない！





管理職





子供から離れず観察





　　　　　　　　　　





　











助けを呼ぶ





●緊急性の


高い症状があるか？








●職員の


緊急時対応の役割確認と指示


　　　　　　　　





５分以内で


判断











あり





●緊急時対応セット持参


●エピペン� eq \o\ac(○,Ｒ)�、ＡＥＤ準備


●エピペン� eq \o\ac(○,Ｒ)�の使用又は介助


●心肺蘇生やＡＥＤ使用





教職員Ａ「準備」





教職員Ｂ「連絡」





●救急車の要請（１１９番通報）


●管理職を呼ぶ


●保護者へ連絡


●ほかの職員へ連絡





迷ったら


使用！





●応急処置


エピペン� eq \o\ac(○,Ｒ)�の使用


薬の内服確認








<救急車要請の目安例>


・アナフィラキシーの症状が見られる場合


・強い呼吸器症状の疑いがある場合


・学校生活管理指導表で指示がある場合


・エピペン� eq \o\ac(○,Ｒ)�を使用した場合


・主治医、学校医または保護者からの


要請がある場合





応急処置


・学校生活管理指導表や取組プランを参考に！





呼びかけに反応がなく、呼吸がない場合


緊急性が高い症状が、一つでもある場合








● 救命措置


・気道確保


・心肺蘇生


・ＡＥＤ 使用


・その場で安静にし、


　救急隊を待つ





教職員Ｃ「記録」





教職員Ｄ「その他」





●観察を始めた時刻


●５分ごとの症状


●エピペン� eq \o\ac(○,Ｒ)�を使用した時刻


●内服薬を飲んだ時刻





●ほかの子供への対応


●救急車の誘導





・症状、意識状態、呼吸、心拍等


・症状等は分単位で急速に進行することが多い。





・緊急搬送時は、


発症と対応の記録、個人カルテ、学校生活管理指導表


様式11　アドレナリン自己注射薬に関わる救急隊への情報提供票等を持参








救　急　隊　へ　の　バ　ト　ン　タ　ッ　チ
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